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【授業の到達目標および概要】 

「栄養学」研究を始めるに当り、「栄養学」に関する多様な課題を知り、幅広い視野を持

ち、その中で自分の関心や研究課題の位置づけをできるようになることを目的とする。 

大学院生は「栄養学」に関する多様な課題の中から、取り組むべきテーマを見つけて、そ

れを探求し、得られた成果を公表するとともに、その内容について専門的評価を受けるわけ

だが、それには先ず「栄養学」の各分野における専門知識や新たな問題点を把握していなけ

ればならない。栄養学総合講義は栄養学専攻の全専任教員が 100分授業を１回ずつ担当し、

自らの研究・実践を素材に、「栄養学」の課題や方法論の学際性・多様性、将来への展望等

について論じるもので、学生はこれを受講することによって「栄養学」の全容が把握でき、

各自が取り組もうとする課題の専門分野における位置付けをより明確にすることができる。 

【授業計画】 

① 田中 茂穂：発育学             ⑪ 加藤 久典：生化学 

② 新開  省二：高齢期栄養学    ⑫ 守屋亜記子：食文化人類学 

③ 川端 輝江：基礎栄養学      ⑬ 井元 りえ：環境教育学  

④ 上西 一弘：栄養生理学      ⑭ 臼井 照幸：食品分析学 

⑤ 石原  理：臨床栄養学      ⑮ 西塔 正孝：食品素材開発学 

⑥ 石田 裕美：栄養管理学     ⑯ 西村 敏英：食品機能学 

⑦ 林    芙美：栄養教育学      ⑰ 柴田 圭子：調理科学 

⑧ 武見ゆかり：地域栄養学       ⑱ 小西 史子：調理・食生活学 

⑨ 遠藤 伸子：学校保健管理学   ⑲ 香川 靖雄：加齢生化学 

⑩ 福島亜紀子：分子栄養学     ⑳㉑ まとめ 

【授業外学習】 

 各担当教員の授業で学んだことを十分に復習し、その内容について簡潔にまとめておく

こと。授業終了後にレポートとして提出する。 

【成績評価の方法・基準】 

全回終了後の総括レポートにより評価する。 

【備考】 

 特になし 


